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1. はじめに 

日本は各種の災害が発生しやすい特性があり，毎年のよ

うに，水害・土砂災害，地震・津波等の自然災害が発生し，

大きな被害が出ている[1]．日ごろから防災意識を高めてい

くことが求められ，消防庁では，地方公共団体と連携して

全国瞬時警報システムである，J-ALERTの整備を推進して

いる[2]．また，気象庁の発信している「緊急地震速報」

[3]など地震が発生した後に，即座に警告を発するシステム

なども運用されている． 

これまでに種々の災害対策システムから得られる情報を

防災対策や災害現場で利活用するシステムの研究・開発を

行っている．緊急速報の情報は災害対策システムごとに

種々のフォーマットがあり，それぞれに対応した変換機能

を用意し，データベースに登録をしなければならないため，

システム横断的に情報を利用することが難しい．そこで，

災害情報を統合的に扱う統一フォーマットである「緊急速

報統合文書」[4]を提案し，そのフォーマットを緊急速報表

示システムに実装し有効性の検討を実施してきた． 

今回この緊急速報情報表示システムにおいて，統一フォ

ーマットを中心に効率的に情報を扱えるようにシステム全

体を見直し，システム全体の処理の効率化および，集約し

た災害情報の統一フォーマットによる外部出力の実現を目

指した． 

2. 緊急速報統合文書 

これまで開発してきたシステム[4]では，緊急速報情報を，

緊急地震速報などを扱う地震情報，大雨や暴風などの情報

を扱う気象情報，津波警報などの情報を扱う津波情報，火

山の噴火などの情報を扱う火山情報，弾道ミサイル警報な

どの国民保護に関する情報を扱う武力情報の5つの情報に

分類した．これらの情報は，災害対策システムによって緊

急速報として発信された時点で記述の仕方が異なり，その

ままではシステムで統合的に情報を扱えない．システム横

断的に情報を扱うには，災害対策システムそれぞれに対応

した情報取得・保存システムを作成しなければならず，シ

ステム全体の処理が冗長かつ，複雑になる．これを解決す

るため，XMLによって記述される「緊急速報統合文書」

[4]を定義した． 

本研究における「緊急速報情報表示システム」は「緊急

速報情報蓄積サーバ」と「緊急速報情報表示アプリケーシ

ョン」が実装された情報表示端末の二つから構成されてい

る．「緊急速報情報蓄積サーバ」は情報の取得や統合文書

の作成を行う．「緊急速報情報表示アプリケーション」は

AndroidとWindowsの両OSに対応している．「緊急速報情

報表示システム」の概要図を図1に示す．これまでに開発

したシステムでは，システム内部で「緊急速報統合文書」

の内容をサブシステム毎に分割して加工し，緊急速報情報

の発信をしていた（図2）[4]． 

3. 緊急速報情報蓄積サーバにおける情報処理 

 これまでに開発したシステムと本研究における改良した

システムの情報の流れを図2と図3に示す．「緊急速報統合

文書」内には，災害の起こった地域の緯度・経度情報等の

情報は記載されていない．既存のシステムでは緊急速報情

報から「緊急速報統合文書」と地図画像作成のために災害

地域と緯度・経度情報を対応させた表が記してあるCSVフ

ァイルを作成していた．そのため，起動しなければならな

いプログラム，手順が多くなり，システム全体が冗長かつ

複雑になっていた．また，緯度・経度などの情報を記した

ファイルが独立していたため，データベースから情報を取

得する「緊急速報情報表示アプリケーション」では，緯

 
図 2 既存システムでの情報の流れ 
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図 1 緊急速報情報表示システム概要図 
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図 3 本システムでの情報の流れ 
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度・経度などを利用する情報を直接表示できない場合があ

った． 

これを解決し，「緊急速報統合文書」を中心に情報を扱

うため，本研究では既存のシステムにおける情報の流れを

見直した．地図画像作成のための情報を新たに定義したデ

ータベーステーブルに保存し，CSVファイルは利用しない

ことにした．これによりシステム全体の効率化とともにデ

ータベースで情報を統合的に扱えるようになった．さらに，

データベースに集約した災害情報の外部出力が可能となっ

た． 

新たにデータベース定義したテーブルから作成した地震

情報の地図画像の例を図4に示す．図4の地震情報では震度

7が黒，震度6強が青，震度6弱が紫，震度5強が濃赤，震度

5弱が赤，震度4が橙，震度3が黄緑，震度2が緑，震度1が

白のピンで震度情報を表現している． 

4. 緊急速報情報表示アプリケーション 

 「緊急速報情報表示アプリケーション」の概要図を図5

に示す．このアプリケーションではオンライン環境下で

「緊急速報情報蓄積サーバ」に接続されている状態であれ

ば最新の情報を取得し，表示する．また，オフライン環境

下の場合では，オンライン環境下の時に取得した情報をア

プリケーション内に実装したデータベースに保存しておき，

その情報を呼び出すことで表示することが可能となってい

る． 

「緊急速報情報表示アプリケーション」には主に二つの

機能が実装されている．「緊急速報情報蓄積サーバ」にア

クセスし，情報を取得し，アプリケーション内のデータベ

ースに保存する機能．アプリケーション内のデータベース

から情報を読み出し緊急速報の内容や地図画像の情報を表

示する機能がある． 

 情報を表示する機能において，アプリケーションは大き

く分けて4つの画面から構成されている．閲覧する災害情

報を選び，「緊急速報情報蓄積サーバ」から情報を取得し，

アプリケーション内のデータベースを更新する情報選択画

面．情報選択画面から遷移し災害情報の日時が一覧となっ

て表示される情報一覧画面．情報一覧画面から遷移し，緊

急速報の詳細な情報が表示される情報詳細画面．情報詳細

画面から遷移し，緊急速報の災害情報を記した地図画像を

表示する地図画像画面．これらの画面形式に則って情報を

表示する． 

本研究ではアプリケーションを再構成し，手順やオブジ

ェクト，内部プログラムを見直すことで処理の簡略化を行

い，アプリケーション内部の処理の効率化も図った． 

5. 考察 

 既存システムと比べ地図画像作成のための情報を記載す

るCSVファイルの作成をなくし，データベースにその情報

を保存し，データベースから直接情報を取得することで地

図画像を作成するように処理を変更した．これにより情報

処理の効率化が図れたと同時に，すべての情報をデータベ

ースから抽出できるようになった．また，より詳細な情報

を「緊急速報情報表示アプリケーション」に表示すること

が可能になった． 

災害時には素早く情報を閲覧することが求められること

から，今回効率化を実現したシステムや，追加したデータ

ベースの情報を活かし，閲覧したい情報を瞬時に選択でき

るようにしたり，情報の並べ替え機能や情報検索機能を追

加していく必要がある． 

6. まとめ 

本研究では「緊急速報情報表示システム」において統一

フォーマットを中心にデータベースに情報を統合し，効率

的に情報を扱えるようにシステム全体を見直した．その結

果，システム全体の処理の効率化および，集約した災害情

報の統一フォーマットによる外部出力を実現した．これに

よりシステムの拡張性が向上した． 

今後は今回実装できなかった機能の追加やさらなる利便

性の向上を目指す． 
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図 5 緊急速報情報表示アプリケーション概要図 
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図 4 地震情報の地図画像 
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